
不
二
出
版

「
大
東
亜
共
栄
圏
」構
想
の
も
と
、日
本
仏
教
が
模
索
し
た
中
国
、ア
ジ
ア
諸
地
域
、

欧
米
と
の
連
携

―
そ
の
軌
跡
を
伝
え
る
貴
重
資
料
の
数
々
を
集
成
！

普陀宗乗之廟全景（中国河北省）

◉
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
叢
書

一
九
三
三
年
三
月
、
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た
日
本
は
、
や
が
て
出
口
の
見
え
な
い
戦
争
へ
と
突
き
進
ん
で
い
っ
た

―
。

国
際
的
に
孤
立
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
日
本
の
仏
教
者
は
欧
米
の
研
究
者
ら
と
連
携
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
仏
教
勢
力
と
の

協
力
を
目
指
し
た
。
国
策
に
順
応
し
多
岐
に
わ
た
り
空
前
の
規
模
で
展
開
さ
れ
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
遺
し
た
意
義
は

大
き
い
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
際
交
流
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
い
ま
、
戦
時
下
の
日
本
仏
教
の
遺
産
を
検
証
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
資
料
集
は
、
そ
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
文
献
資
料
を
収
録
す
る
も
の
で
あ
る
。

◉
編
者
―
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
「
戦
時
下
「
日
本
仏
教
」
の
国
際
交
流
」
研
究
班

（
中
西
直
樹
〔
代
表
〕・
林 

行
夫
・
吉
永
進
一
・
大
澤
広
嗣
）

◉
推
薦
―
赤
松
徹
眞
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
所
長
）・

楠 

淳
證
（
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
）

第
Ⅴ
期　
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
の
連
携 

全
１
巻

龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
叢
書
９

◉
体
裁
―
Ｂ
５
判
・
上
製
・
３
２
４
頁

◉
定
価
―
本
体
２
４
、０
０
０
円
＋
税

I
S
B
N
 9
7
8
-
4
-
8
3
5
0
-
8
2
7
4
-
5

◉
二
〇
一
九
年
二
月
刊
行

資
料
集

全
Ⅴ
期
・
全
10
巻

〔
編
集
復
刻
版
〕

戦
時
下「
日
本
仏
教
」の

国
際
交
流



赤
松
徹
眞
（
龍
谷
大
学
前
学
長
・
本
願
寺
史
料
研
究
所
所
長
）

楠 

淳
證
（
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
セ
ン
タ
ー
長
）

『
資
料
集
・
戦
時
下
「
日
本
仏
教
」
の
国
際
交
流
』
は
、
第
Ⅰ
期
に
汎
太
平
洋
仏
教
青
年

会
大
会
関
係
資
料
（
全
二
巻
）、
第
Ⅱ
期
に
南
方
仏
教
圏
と
の
交
流
（
全
三
巻
）、
第
Ⅲ
期
に

中
国
仏
教
と
の
提
携
（
全
二
巻
）、第
Ⅳ
期
に
全
日
本
仏
教
青
年
会
連
盟
機
関
誌
『
青
年
仏
徒
』

（
全
二
巻
）、
第
Ⅴ
期
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
の
連
携
（
全
一
巻
）
を
刊
行
す
る
計
画
で
、
編
集

代
表
は
龍
谷
大
学
文
学
部
教
授
の
中
西
直
樹
氏
で
あ
る
。

さ
て
、
第
Ⅰ
期
刊
行
の
資
料
は
、
戦
前
に
仏
教
者
が
開
催
し
た
国
際
大
会
で
あ
る
汎
太

平
洋
仏
教
青
年
会
大
会
の
記
録
を
中
心
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
会
は
、
第
一
回
大

会
が
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
ハ
ワ
イ
で
、
第
二
回
大
会
が
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に

東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
戦
前
の
国
際
大
会
と
し
て
大
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
実
態
を

検
証
し
て
い
く
こ
と
は
、
民
間
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流
の
あ
り
方
を
問
い
、
日
本
仏
教
の
国

際
化
を
考
え
る
上
で
も
意
義
深
い
と
言
え
よ
う
。

第
Ⅱ
期
収
録
の
『
海
外
仏
教
事
情
』
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
八
月
に
国
際
仏
教
協

会
か
ら
創
刊
さ
れ
た
。
創
刊
号
に
は
、
会
長
井
上
哲
次
郎
の
「
国
際
仏
教
協
会
の
設
立
に

際
し
て
」、
高
楠
順
次
郎
の
「『
海
外
仏
教
事
情
』
に
就
い
て
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

雑
誌
の
名
が
示
す
通
り
、
世
界
各
地
の
仏
教
事
情
、
こ
と
に
東
南
ア
ジ
ア
各
地
に
つ
い
て

の
特
集
記
事
が
組
ま
れ
、
日
本
仏
教
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
現
地
宗
教
事
情
を
知

る
上
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
他
に
も
『
南
方
仏
教
青
年
会
会
報
』
な
ど
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。

第
Ⅲ
期
収
録
の
『
国
際
仏
教
通
報
』
は
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
四
月
に
国
際
仏
教

通
報
局
か
ら
創
刊
さ
れ
た
。
全
日
本
仏
教
青
年
会
連
盟
の
一
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
国
際
仏

教
通
報
局
の
機
関
誌
で
あ
り
、
世
界
各
国
の
仏
教
者
・
仏
教
研
究
機
関
と
の
情
報
交
換
を

記
し
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
第
Ⅲ
期
に
は
、
中
国
仏
教
と
の
交
流
を
知
る
上

で
欠
か
せ
な
い
『
日
華
仏
教
』『
支
那
宗
教
事
情
』『
東
亜
宗
教
事
情
』
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

第
Ⅳ
期
収
録
の
『
青
年
仏
徒
』
は
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
連
盟
の
機
関
誌
で
あ
り
、
一

九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
七
月
に
第
一
巻
第
一
号
が
発
刊
さ
れ
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）

年
発
行
の
第
八
巻
第
二
号
ま
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
戦
時
下
で
、
各
宗
派

の
仏
教
青
年
会
が
大
同
団
結
し
、
国
際
交
流
に
も
尽
く
し
た
情
報
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な

い
資
料
で
あ
る
。

第
Ⅴ
期
に
は
、
当
時
「
喇
嘛
教
」
と
呼
ば
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
の
連
携
に
関
す
る
資

料
を
収
録
し
た
。
満
州
事
変
を
契
機
と
し
て
、
真
言
宗
・
真
宗
大
谷
派
・
浄
土
宗
・
日
蓮

宗
な
ど
に
よ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
の
連
携
を
図
る
動
き
が
加
速
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト
僧
侶

の
日
本
留
学
・
養
成
事
業
な
ど
の
実
態
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

本
資
料
集
は
、
十
五
年
戦
争
下
で
日
本
が
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
を
構
想
す
る
な
か
、
日

本
仏
教
が
ア
ジ
ア
各
地
の
仏
教
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
・
形
成
を
模
索
し
た
軌
跡
を
余

す
こ
と
な
く
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
二
一
世
紀
の
現
在
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
国
境
を

越
え
て
錯
綜
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
直
面
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
を
背
景
と
し
た

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
の
適
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
多
様
性
や
包
摂
性
が
失
わ

れ
る
危
惧
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
平
和
な
世
界
形
成
に
仏
教
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
状
況
で
、
そ
の
意
義
を
問
う
上
で
も
本
資
料
集
は
価
値
あ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

龍
谷
大
学
は
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
に
西
本
願
寺
の
阿
弥
陀
堂
北
側
に
創
設
さ
れ

た
「
学
寮
」
を
淵
源
と
す
る
大
学
で
す
。
そ
の
後
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
と
学
制
の
改
革

が
行
わ
れ
、
学
寮
も
大
教
校
と
名
を
変
え
、
さ
ら
に
真
宗
学
庠
、
大
学
林
、
仏
教
専
門
学
校
、

仏
教
大
学
と
名
称
を
変
更
し
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
今
の
「
龍
谷
大
学
」
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
間
、
三
百
八
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
仏
教
の
研
鑽
が
進
め
ら
れ
、
龍
谷
大
学
は

高
い
評
価
を
得
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
二
十
七
年
四
月
、
本
学
の
有
す
る
最
新

の
研
究
成
果
を
国
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
仏
教
研
究
の
国
際
交
流
の
拠
点
と
な
る
べ

き
新
た
な
機
関
と
し
て
、本
学
に
「
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
設
立
さ
れ
た
世
界
仏
教

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
傘
下
に
あ
る
研
究
機
関
で
す
。

世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
傘
下
に
あ
る
ア
ジ

ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
文
科
省
の
推
進
す
る
「
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形

成
支
援
事
業
」
に
、「
日
本
仏
教
の
通
時
的
・
共
時
的
研
究
―
多
文
化
共
生
社
会
に
お
け
る

課
題
と
展
望
―
」
と
題
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
平
成
二
十
七
年
度
～
平
成
三
十
一
年
度
）

を
申
請
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
龍
谷
大
学
が
三
百
八
十
年
に
わ
た
っ
て
研
鑽
し
続
け
て
き

た
日
本
仏
教
の
成
果
を
踏
ま
え
、
こ
れ
を
さ
ら
に
推
進
し
、
日
本
仏
教
を
世
界
的
視
野
か

ら
通
時
的
共
時
的
に
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
日
本
仏
教
が
直
面
す
る
諸
課
題
を
多
文
化
共

生
の
文
脈
で
学
際
的
に
追
究
し
、
今
後
の
日
本
仏
教
の
持
つ
意
義
を
展
望
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
研
究
の
あ
り
方
を
有
機
的
に
進
め
る
た
め
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
通

時
的
研
究
グ
ル
ー
プ
（
ユ
ニ
ッ
ト
Ａ
「
日
本
仏
教
の
形
成
と
展
開
」、
ユ
ニ
ッ
ト
Ｂ
「
近
代
日
本

仏
教
と
国
際
社
会
」）
と
共
時
的
研
究
グ
ル
ー
プ
（
ユ
ニ
ッ
ト
Ａ
「
現
代
日
本
仏
教
の
社
会
性
・

公
益
性
」、
ユ
ニ
ッ
ト
Ｂ
「
多
文
化
共
生
社
会
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
課
題
と
展
望
」）
の
二
つ
に

分
け
、
基
礎
研
究
等
に
基
づ
く
書
籍
の
刊
行
や
講
演
会
等
に
よ
る
研
究
成
果
の
公
開
な
ど

の
諸
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
刊
行
さ
れ
る
『
資
料
集
・
戦
時
下
「
日
本
仏
教
」
の
国
際
交
流
』
第
Ⅴ
期
「
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
と
の
連
携
」
は
、
右
の
よ
う
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
一
つ
で
あ
り
、

第
Ⅳ
期
「
全
日
本
仏
教
青
年
会
連
盟
機
関
誌
『
青
年
仏
徒
』」
に
次
ぐ
「
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア

仏
教
文
化
研
究
叢
書
」
の
第
九
号
と
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
の
傘
下
に
あ
る
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、
日
本
仏
教
を
テ
ー
マ
と
し
て

国
内
外
に
発
信
す
る
諸
成
果
に
、
ご
期
待
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

『
資
料
集
・
戦
時
下「
日
本
仏
教
」の
国
際
交
流
』推
薦
文

龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
叢
書
　
刊
行
の
辞



第Ⅴ期 チベット仏教との連携
主な内容

収録資料一覧
□真言宗
『依宗教日支親善』（田中清純編・発行、昭和８年）
『王揖唐先生歓迎之辞』（中日密教研究会静岡支部、昭和９年）
『日本の密教』（中村教信編、真言宗宗務所興亜部、昭和16年）
『日本喇嘛研究本部概説』（日本喇嘛研究本部編、松寿庵布教所、昭和18年）
『興亜密教』１号（高野山興亜密教学院、昭和19年３月）
□真宗大谷派
『日蒙蔵全仏教徒提携親善宣言書』『日華全体仏教徒 提携親善書』
　（寺本婉雅著訳、京都仏教青年会学生連盟事務所、昭和14年）
□浄土宗
『入蒙行脚記』（小林義道、華頂文社、昭和14年）
□日蓮宗
『蒙古王公巡教記』（高鍋日統、統一社、昭和４年）
『蒙古王公説法要綱』（同、大亜細亜民族会、昭和６年）
『大陸国策ト仏教工作私見』（西岡大元、満洲霊廟奉讃会大阪支部、昭和14年）

□田中清純は中日密教研究会によって「宗教
による日支親善」を目指した。
上、昭和７年、日本公使館にて。
下、「時輪金剛壇城」。どちらも田中清純編
『依宗教日支親善』より。

□上から、『興亜密教』『入蒙行脚記』『蒙古王公巡
教記』『日華全体仏教徒 提携親善書』より。



関連図書

教
育
勅
語
が
発
布
さ
れ
た
明
治
二
三
年
、
仏
教
興
隆
を
目
指
し
て

「
九
州
仏
教
団
」
を
組
織
し
た
新
仏
教
の
旗
手
・
中
西
牛
郎
ら
が

主
筆
と
な
り
、
熊
本
に
登
場
し
た
雑
誌
『
國
教
』。
教
育
と
宗
教
、

欧
化
す
る
社
会
と
仏
教
改
革
、
国
粋
主
義
と
仏
教
…
…
。
激
変
す

る
社
会
の
な
か
で
仏
教
界
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
議
論
の
軌
跡

を
、
克
明
に
伝
え
る
！

◉
編
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―
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直
樹

◉
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本
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978-4-8350-7881-6

◉
別
冊
定
価
―
本
体
1
、0
0
0
円
＋
税

ISBN
978-4-8350-7886-1

◉
刊　
　
行
―
2
0
1
6
年
7
月

仏
教
雑
誌
の
先
駆
的
存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
本
所
蔵

が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
『
令
知
会
雑
誌
』
を
完
全
復
刻
！　

明

治
一
〇
年
代
後
半
に
最
盛
期
を
迎
え
る
仏
教
結
社
運
動
の
な
か
で

も
、
島
地
黙
雷
、
日
下
痴
龍
、
吉
谷
覚
寿
、
多
田
賢
住
ら
が
牽
引

し
た
本
誌
か
ら
は
、
教
導
職
制
の
廃
止
な
ど
重
要
な
問
題
の
多
く

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

◉
監　
　
修
―
中
西
直
樹
・
近
藤
俊
太
郎

◉
底　
　
本
―『
令
知
会
雑
誌
』

　
1
号
～
95
号
（
明
治
17
～
25
年
刊
行
）

◉
体　
　
裁
―
A
４
判
・
上
製
・
総
約
3
、0
3
0
頁

◉
推　
　
薦
―
大
谷
栄
一

◉
揃 

定 

価
―
本
体
1
7
5
、0
0
0
円
＋
税　

●
第
1
回
配
本　
全
３
巻　
本
体
７
５
、0
0
0
円
＋
税

ISBN
978-4-8350-8091-8

（
2
0
1
7
年
6
月
刊
行
）

●
第
２
回
配
本　
全
４
巻　
本
体
1
0
0
、0
0
0
円
＋
税

ISBN
978-4-8350-8095-6

（
2
0
1
7
年
11
月
刊
行
）

日
本
の
社
会
事
業
に
お
い
て
、
仏
教
教
団
が
果
た
し
た
役
割
は
今

日
で
は
想
像
す
ら
で
き
な
い
ほ
ど
だ
っ
た

―
。
戦
前
期
の
教
団
、

各
宗
派
、
寺
院
、
仏
教
者
有
志
に
よ
る
社
会
事
業
の
全
貌
を
明
ら

か
に
す
べ
く
、
本
資
料
集
成
で
は
宗
派
ご
と
に
そ
の
動
向
を
伝
え

る
刊
行
物
を
整
序
、
さ
ら
に
各
編
に
解
題
を
附
し
た
。
仏
教
史
研

究
は
も
と
よ
り
、
広
く
社
会
福
祉
、
社
会
政
策
、
近
現
代
史
研
究

に
資
す
る
貴
重
資
料
の
数
々
！

◉
編
・
解
題
―
中
西
直
樹
・
髙
石
史
人
・
菊
池
正
治

◉
体　
　
裁
―
A
5
判
・
上
製
・
総
約
7
、5
0
0
頁

◉
推　
　
薦
―
長
谷
川
匡
俊

室
田
保
夫

◉
揃 

定 

価
―
本
体
3
3
4
、0
0
0
円
＋
税　

第
1
回
配
本　
全
６
巻

◉
収
録
内
容

第
１
・
２
巻
「
各
宗
派
共
同
編
」（
解
題
・
中
西
直
樹
）

『
佛
教
徒
社
会
事
業
大
観
』（
佛
教
徒
社
会
事
業
研
究
会
編
、

大
正
9
年
）、『
日
本
佛
教
社
会
事
業
の
概
況
』（
昭
和
9
年
）

ほ
か

第
３
－
６
巻
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
編
」（
解
題
・
髙
石
史
人
）

『
本
派
本
願
寺
社
会
事
業
便
覧
』〔
抄
〕（
大
正
11
年
）、『
寺

院
と
「
セ
ツ
ト
ル
メ
ン
ト
」』（
藤
音
得
忍
編
、
昭
和
４
年
）

ほ
か

◉
揃 

定 

価
―
本
体
1
5
0
、0
0
0
円
＋
税

ISBN
 978-4-8350-7015-5

◉
刊　
　
行
―
2
0
1
1
年
9
月

第
２
回
配
本　
全
４
巻

◉
収
録
内
容

第
７
・
８
巻
「
真
宗
大
谷
派
編
」（
解
題
・
菊
池
正
治
）

『
関
東
大
震
災
と
東
本
願
寺
』〔
抄
〕（
昭
和
５
年
）、『
方

面
委
員
制
度
と
宗
教
家
』（
高
濱
哲
雄
編
、
昭
和
８
年
）

ほ
か

第
９
・
10
巻
「
浄
土
宗
編
」（
解
題
・
中
西
直
樹
）

『
浄
土
宗
社
会
事
業
要
覧
』（
鈴
木
積
善
編
、
大
正
12
年
）、

『
農
繁
期
託
児
所
経
営
法
』（
秦
隆
真
編
、昭
和
12
年
）ほ
か

◉
揃 

定 

価
―
本
体
1
0
0
、0
0
0
円
＋
税

ISBN
 978-4-8350-7022-3

◉
刊　
　
行
―
2
0
1
2
年
7
月

第
３
回
配
本　
全
３
巻

◉
収
録
内
容

第
11
・
12
巻
「
諸
宗
派
編
」（
解
題
・
中
西
直
樹
）

『
日
蓮
宗
社
会
事
業
要
覧
』（
大
正
15
年
）、『
智
山
派
社
会

事
業
要
覧
』（
大
正
15
年
）
ほ
か

第
13
巻
「
別
編
」（
解
題
・
菊
池
正
治
）

『
学
校
寺
院
を
原
動
力
と
す
る
社
会
改
良
』（
田
子
一
民
、

大
正
９
年
）、『
寺
院
中
心
の
社
会
事
業
』（
生
江
孝
之
述
、

昭
和
４
年
）
ほ
か

◉
揃 

定 

価
―
本
体
８
４
、0
0
0
円
＋
税

ISBN
 978-4-8350-7027-8

◉
刊　
　
行
―
2
0
1
2
年
12
月

維
新
か
ら
半
世
紀
以
上
を
経
た
一
九
三
〇
年
代
、
自
派
の
権
益
を

重
視
す
る
宗
派
主
義
が
強
ま
る
な
か
、
友
松
圓
諦
ら
が
取
り
組
ん

だ
「
明
治
仏
教
」
総
括
の
成
果
、
雑
誌
『
明
治
仏
教
』

―
。
昭

和
９
年
に
創
刊
、
友
松
は
じ
め
増
谷
文
雄
、
中
井
玄
道
ら
が
筆
を

ふ
る
っ
た
通
巻
28
号
を
ほ
ぼ
全
号
収
録
。
さ
ら
に
仏
教
関
連
の
新

聞
雑
誌
約
七
五
〇
紙
誌
を
網
羅
し
た
『
明
治
年
間
仏
教
関
係
新
聞

雑
誌
目
録
』
も
附
し
て
刊
行
！　

近
代
仏
教
の
生
成
を
把
握
す
る

た
め
の
必
見
資
料
。

◉
編
・
解
説
―
中
西
直
樹

◉
底　
　
本
―『
明
治
仏
教
』
1
巻
1
号
～
4
巻
2
号

（
明
治
仏
教
研
究
会
〔
明
治
仏
教
史
編
纂
所
〕、

昭
和
9
～
12
年
）

『
明
治
年
間
仏
教
関
係
新
聞
雑
誌
目
録
』

　
（
明
治
仏
教
史
編
纂
所
編
・
発
行
、昭
和
9
年
）

◉
体　
　
裁
―
A
５
判
・
上
製
・
３
４
０
頁
・
総
目
次
／
索
引
附

◉
定　
　
価
―
本
体
１
８
、0
0
0
円
＋
税

ISBN
978-4-8350-8264-6

◉
刊　
　
行
―
2
0
1
8
年
10
月

戦
前
期
仏
教
社
会
事
業
資
料
集
成

【
編
集
復
刻
版
】�

全
13
巻

『
明
治
仏
教
研
究
事
始
め
』�

全
1
巻

令
知
会
雑
誌�

全
7
巻

雑
誌『
國
教
』と
九
州
真
宗

【
編
集
復
刻
版
】�

全
3
巻
＋
別
冊
1



各期概要

第Ⅰ期 汎太平洋仏教青年会大会関係資料
昭和初期の仏教者が開催した大規模な国際大会、汎
太平洋仏教青年会大会を中心に編集。第２巻収録の
『第二回汎太平洋仏教青年会大会記念』は貴重な写
真を多数収録。

第Ⅱ期 南方仏教圏との交流
収録の雑誌『海外仏教事情』は、とくに
タイ、ビルマ、カンボジアなど、当時の
アジア地域の宗教事情を克明に伝える。

第Ⅳ期 全日本仏教青年会連盟機関誌『青年仏徒』
戦時下の厳しい状況にあって、各宗派の仏教青年会は大
同団結した。世界に発信する若き仏教者の軌跡。

第
Ⅲ
期 

中
国
仏
教
と
の
提
携

第
Ⅲ
期
は
国
際
仏
教
通
報
局
の
機
関
誌
『
国
際
仏
教

通
報
』
を
軸
に
、『
日
華
仏
教
』『
支
那
宗
教
事
情
』

『
東
亜
宗
教
事
情
』
と
い
っ
た
、
中
国
仏
教
と
の
交

流
を
記
録
す
る
貴
重
な
雑
誌
群
を
集
成
。



2019/2

表
示
価
格
は
す
べ
て
税
別

不
二
出
版

〒
1
1
2
・
0
0
0
5

　
　
　
　

東
京
都
文
京
区
水
道
2
・
1
0
・
1
0

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

0
3
・
5
9
8
1
・
6
7
0
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・
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・
6
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0
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0
0
1
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・
2
・
9
4
0
8
4

戦時下「日本仏教」の国際交流資料集・ 【編集復刻版】
全Ⅴ期・全10巻

◉編者―龍谷大学アジア仏教文化研究センター
「戦時下「日本仏教」 の国際交流」研究班
（中西直樹〔代表〕・林 行夫・吉永進一・大澤広嗣）

第Ⅴ期「チベット仏教との連携」全１巻
第10巻　【収録内容】　　　龍谷大学アジア仏教文化研究叢書９

『依宗教日支親善』（田中清純編・発行、昭和８年）
『王揖唐先生歓迎之辞』（中日密教研究会静岡支部、昭和９年）
『日本の密教』（中村教信編、真言宗宗務所興亜部、昭和16年）
『日本喇嘛研究本部概説』（日本喇嘛研究本部編、松寿庵布教所、昭和18年）
『興亜密教』１号（高野山興亜密教学院、昭和19年３月）
『日蒙蔵全仏教徒提携親善宣言書』『日華全体仏教徒 提携親善書』
　（寺本婉雅著訳、京都仏教青年会学生連盟事務所、昭和14年）

『入蒙行脚記』（小林義道、華頂文社、昭和14年）
『蒙古王公巡教記』（高鍋日統、統一社、昭和４年）
『蒙古王公説法要綱』（同、大亜細亜民族会、昭和６年）
『大陸国策ト仏教工作私見』（西岡大元、満洲霊廟奉讃会大阪支部、昭和14年）

〈主な内容〉　第Ⅰ部「解説編」戦前期における仏教国際大会の変遷（中西直樹）／一九四〇年
の五輪・万博と世界仏教学大会（大澤広嗣）／戦時下日中仏教者の国際
交流（野世英水）／南方仏教からみる『日本仏教』とその国際化の虚像

（林行夫）／大谷光瑞の「満洲国」論から「東亜共栄」論へ（赤松徹眞）
第Ⅱ部「収録誌総目次」／第Ⅲ部「補遺資料」（「解説」吉永進一）

●『論集　戦時下「日本仏教」の国際交流』
（中西直樹ほか編著／Ａ５判／上製／370頁／本体6,800円＋税）
2019年11月刊行予定！

●第Ⅰ期
汎太平洋仏教青年会大会関係資料� 全２巻

●第Ⅲ期
中国仏教との提携� 全２巻

●第Ⅱ期
南方仏教圏との交流� 全３巻

●第Ⅳ期
全日本仏教青年会連盟機関誌『青年仏徒』� 全２巻

第１巻　『第一回汎太平洋仏教青年大会並会議紀要』
　（汎太平洋仏教青年会連盟、昭和６年）

　　　　『兄弟』２巻２号（北米仏教青年会連盟ほか、昭和９年）
第２巻　『第二回汎太平洋仏教青年大会紀要』（全日本仏教青年会連盟、昭和10年）
　　　　『第二回汎太平洋仏教青年会大会記念』（写真帖）

　（同編、仏教写真通信社、昭和９年）
　　　　『現代仏教批判』〔抄録〕（浅野研真著、構成館書房、昭和11年）
　　　　『昭和十八年一月 大日本仏教青年会連盟要覧』

　（大東亜仏教青年大会準備事務局、昭和18年）
◉体　　裁―B５判・上製・総1、008頁
◉揃 定 価―本体48、000円＋税  ISBN 978-4-8350-7857-1
◉2016年２月刊行

第６巻　『国際仏教通報』１巻１号−３巻10号
　（国際仏教通報局、昭和10年４月−12年11月）

第７巻　『日華仏教』１巻１、２、５号、２巻１号
　（日華仏教学会、昭和11年１月−12年１月）

『支那宗教事情』１号−５号（日華仏教研究会、昭和13年12月−14年８月）
『東亜宗教事情』６号−10号（同、昭和14年11月−15年７月）

◉体　　裁―B５判・上製・総740頁
◉揃 定 価―本体46、000円＋税  ISBN 978-4-8350-7864-9
◉2017年９月刊行

第３巻　『海外仏教事情』１巻１号−４巻１号
　（国際仏教協会、昭和９年８月−12年１月）

第４巻　『海外仏教事情』４巻２号−８巻４号（同、昭和12年２月−17年12月）
第５巻　『海外仏教事情』９巻１号−10巻４号（同、昭和18年２月−19年10月）
　　　　『世界に伸びて行く日本仏教 国際仏教協会のこと』

　（吉水十果編、国際仏教協会、昭和13年）
　　　　『南方仏教青年会会報』１号（同会編、和光社、昭和16年12月）
　　　　『大東亜建設学徒大会紀要』（大東亜仏教青年大会、昭和18年）
　　　　『大東亜仏教青年会並大日本仏教青年会要覧』（昭和19年）
◉体　　裁―B５判・上製・総1、298頁
◉揃 定 価―本体72、000円＋税  ISBN 978-4-8350-7860-1
◉2016年10月刊行

『依宗教日支親善』
（第10巻収録）表紙。

◉推薦―赤松徹眞・楠 淳證

◉体裁―Ｂ５判・上製・総324頁
◉定価―本体 24、000円＋税

ISBN 978-4-8350-8274-5

◉2019年２月刊行

十五年戦争という前代未聞の時代状況にお
いて、日本仏教はアジア諸地域の仏教との
さまざまなネットワークを模索した。「汎
太平洋」「南方」「中国」……東アジア諸国
の仏教者との連携のなかで共生を目指した
日本仏教の苦闘と達成を伝える貴重資料の
数々を、ついに復刻。

※内容等は変更となる場合がございます。

第８巻　『青年仏徒』１巻１号−３巻９号
　（全日本仏教青年会連盟、昭和11年７月−13年11月）

第９巻　『青年仏徒』４巻１号−８巻２号（同、昭和14年１月−18年６月）
◉体　　裁―B５判・上製・総782頁
◉揃 定 価―本体46、000円＋税  ISBN 978-4-8350-8206-6
◉2018年２月刊行

龍谷大学アジア仏教文化研究叢書


